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考からなり、オリジナルの作図なども充実し、総頁数は A４版で 121 頁にのぼる。 
















歌山・浄妙寺本堂の須弥壇で、その飾り金具を平安末～鎌倉時代の同種の作例と比べて 13 世紀第 2 四半期の作例
と見立て、それが壇上の薬師三尊像の彫刻史的位置付けに合致することを指摘する。 
このように本論文は、彫刻史と金工史との両分野の研究を視野に入れ、金属製荘厳具という視点から鎌倉彫刻
史研究にアプローチした画期的な試みと言え、その成果は金属製荘厳具研究の重要性を十分に示している。もっ
とも、第 3 章については、より多くの基準作例がある仏像の装身具も含めた比較検討を行ってこそ金属製荘厳具
の研究の意義が発揮できるものと思われる。また、鎌倉時代の仏像の金属製荘厳具を研究対象とするなら、鎌倉
後半期に西大寺叡尊周辺において制作された仏像荘厳具についての研究をなし得ていない点が惜しまれる。叡尊
周辺では優れた金属工芸品が制作されており、それと仏像荘厳具との統合的研究によって得られる成果は決して
小さくないはずである。しかしながら、本論文が提示した新知見は、彫刻史と金工史の両分野の今後の研究に新
しい視点を提供するものであることは疑いなく、よって本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定す
る。 
